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１ 活動の方針 

本校の教育目標「真善美を常に求め、自主自律の精神と創造建設の気魄に満ち、友愛と信

義を重んずる心身ともに豊かでたくましい人間の形成を図る」の実現を目指し、生徒の自主

的・自発的な活動により各部の目標達成を図ることで、真の意味で文武両道を実践し、品位

ある人間を育成する。 

 

２ 休養日・活動時間について 

（１）週１日以上の休養日を徹底しながら、年間平均で週当たり２日以上の休養日の設定に

努める。 

（２）１日の活動時間は、次のように設定する。 

    ・平日（月曜日～金曜日） 清掃終了後～１９：００〔完全下校時間〕 

    ・休日（土・日・祝日） 原則として、半日程度を目安とする。 

（３）定期考査１週間前及び考査期間、学校閉庁日の部活動は原則禁止とする。  

（４）部活動を補完する活動の場合も、部活動と合わせて基準を超えない活動とする。 

（５）部活動休養日に大会等で活動した場合は、他の日に振り替える。         

 

３ 活動のきまり 

・部活動においては、適切な指導を実施する。 

（１）部活動は、休養を適切に取りつつ、短時間で効果が得られる指導を工夫して行う。 

（２）顧問は、生徒とコミュニケーションを十分に図りながら、生徒が生涯を通じてスポー

ツや文化活動に親しむ基礎を培うよう指導を行う。 

（３）生徒が、バーンアウトすることなく技能や記録の向上等それぞれの目標を達成できる

よう適切な指導を行う。 

 

４ その他 

（１）学校は、毎年度「学校の部活動に係る活動方針」を策定及び公表する。 

（２）部顧問は、年間の活動計画（活動日、休養日及び参加予定大会日程等）並びに毎月の

活動計画及び活動実績（活動日時・場所、休養日及び大会参加日等）を作成し、校長

に提出するとともに、当該部の生徒・保護者への情報提供を行う。 

（３）新型コロナウイルス感染症に係り、岩手県の通知にもとづいて対策を徹底するととも

に、生徒、教職員及び周辺地域における感染の実態に留意して活動する。 

 


